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１．活動のテーマ

＜テーマ＞ 自然（乳児）

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・身近な植物に興味を示す。色々な場所で様々な植物に触れる。

・身近な生き物に興味をもつ。

・園庭で自然物を使って遊んだり、砂の感触からごっこ遊びへのの発展。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1280

上田せせらぎ保育園

東京都日野市上田488-2

社会福祉法人　貴静会

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

園庭や園周辺の自然に恵まれた環境が園の強みになったことと、今年度乳幼児クラスで園庭

にある花壇や散歩先でみつけた虫や生き物、自然物（植物）について収集するだけでなく図

鑑で調べたりする姿も増えてきたため、自然と触れ合う中で更に自然について興味関心を深め

活動できると思ったため【自然】をテーマに設定した。

9月２４日、９月２５日、９月２９日、９月３０日、１０月８日、１０月１４日、

３月９日、３月１１日

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・観察用顕微鏡、観察みるみるを使用し詳しく観察する。

・飼育するための環境。

・園庭の自然物を使い食べ物にみたてて、おままごとをしたり、砂の感触からのごっこ遊びへの発展の

環境（お砂場キッチン）

・透明のプラスチック容器、画用紙、セロハンテープ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・自然豊かな環境の中で、子どもたちは自ら興味をもち主体的に遊びを広げていた。

・虫探しでは「寝ているのかな？」と生き物の様子を想像し、いとおしさを持って関われる姿

が見られた。また雑草を集めて調べる活動へと発展し、身近な自然物への興味が深まってい

た。

・冬の砂の冷たさや固さを活かした見立て遊びでは、友だちとイメージを共有しながら楽し

む姿があった。

・自然との関わりが子どもの発見や想像、表現を豊かにすることを改めて感じることが出来

た。

・生き物観察

・砂の感触からのごっこ遊びへの発展。

・植物に興味を持つ。

・キッズカメラなどで子どもたち目線の写真をとる。

・メモ、動画、写真をとりドキュメンテーションとして記録する。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

小さな虫や雑草、花などに触れ友だちや保育者と一緒に集めたり観察をしました。

木の根っこや花壇でダンゴムシや幼虫を見つける度に「まるまった！」「寝ているのかな～？」「ごにょごにょ動いてる！」な

どの生き物の観察やいとおしく思う気持ちを活き活きと伝えてくれました。公園の雑草をあつめている子どもの姿から画用紙に

貼り園に持ち帰って調べてみました。一つ一つ名前があり、クラスの中に飾ると上から触ってみたり興味も広がっていきまし

た。

　冬の砂場は土が冷たく固まていて、スコップを持ちながら土をチョコレートに見立てたり、「冷たいね！」「アイスクリーム

を作ってるの」と発想がふくらみ友だち同士で楽しむ姿が見られました。

写真いれてね


